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あとがき
　何事も微量と聞くと，「ああその程度か，じゃあ
少しだな，後でもいいや」などと考えがちである。
しかし，今回取り上げた微量元素の「微量」はその
程度のものではない。生命にとって不可欠である。
生体内には多量元素・少量元素・微量元素があり，
はたまた超微量元素まである。生物の発育や細胞機
能の維持に重要であり，その欠乏は臓器障害を引き
起こす。腎と透析という領域においてこの微量元
素，特に必須微量元素である鉄・銅・亜鉛について
取り上げてみた。特に，腎性貧血についての鉄の役
割は言うまでもないが，併せて銅・亜鉛が関わって
くる。CKDの進行予防と微量元素の役割は大変重
要な研究課題である。さらに，腎障害では心不全が
大変重要な合併症であることは周知の事実である
が，最近の研究では鉄欠乏と心不全の関連，さらに
は鉄の静注が心不全を改善するという結果まで出
ている。亜鉛についても血管石灰化との関連を含め
て多くの研究結果が出ている。さらに，高血圧・糖
尿病・フレイルなどにも大きな影響があることがわ
かっている。今回の企画では，薬学・生化学につい
ての基礎的検討から生体内での測定系まで盛り込
まれ，優れた総説となっている。欠乏だけではなく
過剰症についても述べていただいた。
　「秋深まり」というより，真夏の暑さから急な冬
の訪れを感じる今日この頃である。こういう時期に
は，ブラームスの音楽を聴きたくなる。彼の生まれ
故郷，北ドイツの風景と最後を過ごしたウイーンの
それは今回企画した筆者にとっても格別の想いが
ある。同時に彼の曲は華美な飾り付けが無くとも，
いや，むしろ僅かであることが一層彼の音楽を惹き
つける魅力となっている。筆者もこの特集でもう一
度微量を学ぼう。「山椒は小粒でもピリリと辛い」で
あり「過ぎたるは及ばざるごとし」である。
� 小林　修三
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